
モデル事業における効果的な保健指導の状況

事例
年齢 ５０歳代 新日本製鐵健康保険組合君津支部
性別 女性 （財団法人)君津健康センターに委託

項目 (異常値）
基本健診
(８月１７日）

評価時健診
(２月１５日）

健
診
結
果

体重 74.7 69.9
ＢＭＩ 25～ 29.9 28.4
腹囲 男85～・女90～ 107 100.5
血糖(空腹時・随時） 110～/140～ 114(空） 99(空）
ＨｂＡ１ｃ 5.5～ 5.1 5.3
中性脂肪 150～ 83 61
ＨＤＬ 40未満 61 65
ＬＤＬ(追） 120～ 167 151
尿酸(追） 7．0～ 4.6 4.8
血圧 130～/85～ 186/106 164/92

異常値数(リスク数） 5（3） ４（２）
＊（リスク数）は暫定版のステップ２のリスク数

２　生活習慣の改
善を参加者自ら選
択するための保健
指導

３　行動変容につな
がるための保健指導

１．振り分け結果表、案内状・詳
細問診票・ＢＤＨＱ問診表・活動
記録票・行動ステージ問診表
２．医師：講義資料、自分の身
体を知る・ＢＤＨＱ結果表・運動
プラン（活動記録結果表含む）

１．講義資料
２．講義資料、カロリースケー
ル・食品交換表

１　対象者が代謝
等の身体のメカニ
ズムと生活習慣の
関係を理解するた
めの保健指導

１．振り分け結果表および教室案内状・問診表送付。
　・振り分け結果表に健診結果等を踏まえた対象者にあわ
せて、コメント記入し発送。申し込み後問診表を記入し返送
する作業を通して、健康意識の再確認をする機会とした。
２．初回教室
　・医師による「メタボリックシンドロームとは」講義や体力
チェック、保健師との個別面談時に自分の健康状態を再認
識する。

１．初回教室
　　管理栄養士による「食事の基本」、トレーナーによる「運
動の基本」の講義
２．中間教室
　・トレーナーによる「ストレッチ＆ウォーキング体験」にてエ
クササイズウォーキングを体験。
　・管理栄養士による食品交換表の使い方、カロリースケー
ルを用いて日常生活でよく使用している食材の計量を行っ
た。
　・栄養計算の講義や約５００ｋｃａｌのお弁当を実体験し、自
発的に毎日食事を記録（写真）し、栄養計算を行い、自己評
価を行った。

１．初回教室
　・講義内容・体力チェック等を先に受講し、その内容を踏まえて、
健康目標シートを各自で記入。具体的なイメージがしやすく、目標
の自己決定につながった。
２．個人ファイルの配布
　・健康づくり記録表や講義資料なども一緒に保管でき、歩数計を
貸し出し毎日歩数を記録するなど、自己管理をするうえでの指標と
して活用できた。
３．仲間作り
　・中間教室の中で、参加者間での意見交換の場や、次回テーマ
としてダイエット川柳の作成などで参加者内で一緒にがんばる仲
間意識が高まり、継続する励みとなった。

効果的な保健指導 学習教材

１．健康目標シート
２．健康ファイル・健康づくり記
録表・歩数計貸し出し
３．ダイエット川柳
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